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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成22年6月4日(2010.6.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　 　傷の治療器具であって、
　ａ．発生器と、
　ｂ．前記発生器に接続された超音波トランスデューサと、
　ｃ．前記超音波トランスデューサの遠位端のホーンと、
　ｄ．前記ホーンの遠位端のキャビテーションチャンバと、
を具えることを特徴とする器具。
【請求項２】
　さらに、アトマイズ処理していない流体の接触媒体を具えることを特徴とする請求項１
に記載の器具。
【請求項３】
　さらに、前記キャビテーションチャンバの中に接触媒体を導入する手段を具えているこ
とを特徴とする請求項１に記載の器具。
【請求項４】
　さらに、前記キャビテーションチャンバから接触媒体を排出する手段を具えていること
を特徴とする請求項１に記載の器具。
【請求項５】
　さらに、前記キャビテーションチャンバと連通するポンプを具えていることを特徴とす
る請求項１に記載の器具。
【請求項６】
　さらに、前記キャビテーションチャンバと連通する真空装置を具えていることを特徴と
する請求項１に記載の器具。
【請求項７】
　前記キャビテーションチャンバが機械的な手段によって前記ホーンに結合されているこ
とを特徴とする請求項１に記載の器具。
【請求項８】
　前記ホーンが機械的な手段によって前記トランスデューサに結合されていることを特徴
とする請求項１に記載の器具。
【請求項９】
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　さらに、前記器具の少なくとも一部を通り抜けて前記キャビテーションチャンバの中に
設けられた供給口に至る供給流路を具えていることを特徴とする請求項１に記載の器具。
【請求項１０】
　前記供給流路の近位端が前記トランスデューサを通って延びていることを特徴とする請
求項９に記載の器具。
【請求項１１】
　前記供給流路の近位端が前記ホーン又はトランスデューサの側面に設けられていること
を特徴とする請求項９に記載の器具。
【請求項１２】
　さらに、前記供給流路の中に接触媒体を導入する手段を具えていることを特徴とする請
求項９に記載の器具。
【請求項１３】
　さらに、前記供給流路の近位端に結合されたチューブを具えていることを特徴とする請
求項９に記載の器具。
【請求項１４】
　さらに、前記チューブに取り付けられたポンプを具えており、
　前記ポンプが接触媒体を前記キャビテーションチャンバの中に押し込むことを特徴とす
る請求項１３に記載の器具。
【請求項１５】
　さらに、前記キャビテーションチャンバの中の排出口に始まり前記器具の少なくとも一
部を通り抜ける排出流路を具えており、
　前記排出口及び／又は前記排出流路が、１又はそれ以上の場所で前記供給流路及び供給
口の最小の内径よりも小さい内径を有していることを特徴とする請求項１３に記載の器具
。
【請求項１６】
　さらに、前記キャビテーションチャンバの中の排出口に始まり前記器具の少なくとも一
部を通り抜ける排出流路を具えていることを特徴とする請求項１に記載の器具。
【請求項１７】
　さらに、前記排出チャンバから接触媒体を排出する手段を具えていることを特徴とする
請求項１６に記載の器具。
【請求項１８】
　前記排出流路の近位端が前記トランスデューサを通って延びていることを特徴とする請
求項１６に記載の器具。
【請求項１９】
　前記排出流路の近位端が、前記ホーン又はトランスデューサの側面に設けられているこ
とを特徴とする請求項１６に記載の器具。
【請求項２０】
　さらに、前記排出流路の近位端に結合されたチューブを具えていることを特徴とする請
求項１９に記載の器具。
【請求項２１】
　さらに、前記排出チューブに取り付けられた真空装置を具えており、
　前記真空装置が前記キャビテーションチャンバから接触媒体を排出することを特徴とす
る請求項２０に記載の器具。
【請求項２２】
　さらに、前記器具の少なくとも一部を通り抜けて前記キャビテーションチャンバの中の
供給口に至る供給流路を具えており、
　前記供給口及び／又は前記供給流路が、１又はそれ以上の場所で前記排出流路及び排出
口の最小の内径よりも小さい内径を有していることを特徴とする請求項２０に記載の器具
。
【請求項２３】
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　さらに、前記ホーンの遠位端に超音波チップ（ｔｉｐ）を具えていることを特徴とする
請求項１に記載の器具。
【請求項２４】
　前記キャビテーションチャンバが前記チップを包んでいることを特徴とする請求項２３
に記載の器具。
【請求項２５】
　前記チップが前記キャビテーションチャンバの外側頂部に設けられていることを特徴と
する請求項２３に記載の器具。
【請求項２６】
　前記供給流路が前記ホーンの遠位端の超音波チップに延びていることを特徴とする請求
項９に記載の器具。
【請求項２７】
　前記排出流路が前記ホーンの遠位端の超音波チップに延びていることを特徴とする請求
項１６に記載の器具。
【請求項２８】
　前記キャビテーションチャンバの中に放射される前記超音波が、約１５ｋＨｚから２０
ＭＨｚの範囲の周波数を具えていることを特徴とする請求項１に記載の器具。
【請求項２９】
　前記キャビテーションチャンバの中に放射される前記超音波が、約２０ｋＨｚから１０
０ｋＨｚの範囲の好適な低周波を具えていることを特徴とする請求項１に記載の器具。
【請求項３０】
　前記キャビテーションチャンバの中に放射される前記超音波が、約２５ｋＨｚから５０
ｋＨｚの範囲のより好適な低周波を具えていることを特徴とする請求項１に記載の器具。
【請求項３１】
　前記キャビテーションチャンバの中に放射される前記超音波が、約３０ｋＨｚの推奨さ
れる低周波を具えていることを特徴とする請求項１に記載の器具。
【請求項３２】
　前記キャビテーションチャンバの中に放射される前記超音波が、約０．７ＭＨｚから３
ＭＨｚの範囲の好適な高周波を具えていることを特徴とする請求項１に記載の器具。
【請求項３３】
　前記キャビテーションチャンバの中に放射される前記超音波が、約０．７ＭＨｚから１
ＭＨｚの範囲のより好適な高周波を具えていることを特徴とする請求項１に記載の器具。
【請求項３４】
　前記キャビテーションチャンバの中に放射される前記超音波が、約０．７ＭＨｚの推奨
される高周波を具えていることを特徴とする請求項１に記載の器具。
【請求項３５】
　前記キャビテーションチャンバの中に放射される前記超音波が、少なくとも１ミクロン
の振幅を具えていることを特徴とする請求項１に記載の器具。
【請求項３６】
　前記キャビテーションチャンバの中に放射される前記超音波が、約３０から２５０ミク
ロンの範囲の好適な低周波の振幅を具えていることを特徴とする請求項１に記載の器具。
【請求項３７】
　前記キャビテーションチャンバの中に放射される前記超音波が、約１００ミクロンの推
奨される低周波の振幅を具えていることを特徴とする請求項１に記載の器具。
【請求項３８】
　前記キャビテーションチャンバの中に放射される前記超音波が、少なくとも１ミクロン
の高周波の振幅を具えていることを特徴とする請求項１に記載の器具。
【請求項３９】
　前記キャビテーションチャンバの中に放射される前記超音波が、少なくとも５ミクロン
の好適な高周波の振幅を具えていることを特徴とする請求項１に記載の器具。
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【請求項４０】
　前記キャビテーションチャンバの中に放射される前記超音波が、約１０ミクロンの推奨
される高周波の振幅を具えていることを特徴とする請求項１に記載の器具。
【請求項４１】
　内部空洞を具えており、
　前記空洞が前記チャンバの基部で開口していることを特徴とするキャビテーションチャ
ンバ。
【請求項４２】
　さらに、金属製の頂部を具えていることを特徴とする請求項４１に記載のチャンバ。
【請求項４３】
　さらに、柔軟な基部を具えていることを特徴とする請求項４１に記載のチャンバ。
【請求項４４】
　さらに、供給ポートを具えていることを特徴とする請求項４１に記載のチャンバ。
【請求項４５】
　さらに、前記供給ポートを通して前記内部空洞の中に接触媒体を導入する手段を具えて
いることを特徴とする請求項４４に記載のチャンバ。
【請求項４６】
　さらに、前記供給ポートに結合されたチューブを具えていることを特徴とする請求項４
４に記載のチャンバ。
【請求項４７】
　さらに、前記チューブに取り付けられたポンプを具えており、
　前記ポンプが前記内部空洞の中に接触媒体を押し込むことを特徴とする請求項４６に記
載のチャンバ。
【請求項４８】
　さらに、排出ポートを具えており、
　前記排出ポートが、１又はそれ以上の場所で前記供給ポートの最小の内径よりも小さい
内径を有していることを特徴とする請求項４４に記載のチャンバ。
【請求項４９】
　さらに、排出ポートを具えていることを特徴とする請求項４１に記載のチャンバ。
【請求項５０】
　さらに、前記排出ポートを通して前記内部空洞から接触媒体を排出する手段を具えてい
ることを特徴とする請求項４９に記載のチャンバ。
【請求項５１】
　さらに、前記排出ポートに結合されたチューブを具えていることを特徴とする請求項４
９に記載のチャンバ。
【請求項５２】
　さらに、前記チューブに取り付けられた真空装置を具えており、
　前記真空装置が前記内部空洞から接触媒体を排出することを特徴とする請求項５１に記
載のチャンバ。
【請求項５３】
　さらに、供給ポートを具えており、
　前記供給ポートが、１又はそれ以上の場所で前記排出ポートの最小の内径よりも小さい
内径を有していることを特徴とする請求項４９に記載のチャンバ。
【請求項５４】
　さらに、前記内部空洞の内側頂部に設けられた超音波チップを具えていることを特徴と
する請求項４１に記載のチャンバ。
【請求項５５】
　さらに、外側頂部に設けられた超音波チップを具えていることを特徴とする請求項４１
に記載のチャンバ。
【請求項５６】
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　さらに、前記チャンバの基部に設けられた液状シーラントを具えていることを特徴とす
る請求項４１に記載のチャンバ。
【請求項５７】
　さらに、超音波ホーン及び／又はチップに前記チャンバを取り付けるための機械的な手
段を具えていることを特徴とする請求項４１に記載のチャンバ。
【請求項５８】
　さらに、アコーディオン状の構造を有する柔軟な基部を具えていることを特徴とする請
求項４３に記載のチャンバ。
【請求項５９】
　ａ．遠位端に放射面を具えており、
　ｂ．前記放射面が、キャビテーションチャンバの中に保持された接触媒体の中にキャビ
テーションを誘起し得る超音波を放射することを特徴とする超音波チップ（ｔｉｐ）。
【請求項６０】
　さらに、その近位端に取り付け手段を具えていることを特徴とする請求項５９に記載の
超音波チップ。
【請求項６１】
　前記取り付け手段が、キャビテーションチャンバの内側頂部に前記チップを取り付ける
ことを特徴とする請求項５９に記載の超音波チップ。
【請求項６２】
　前記取り付け手段が、超音波ホーンの遠位端に前記チップを取り付けることを特徴とす
る請求項５９に記載の超音波チップ。
【請求項６３】
　さらに、その遠位端に取り付け手段を具えていることを特徴とする請求項５９に記載の
超音波チップ。
【請求項６４】
　前記取り付け手段が、キャビテーションチャンバの外側頂部に前記チップを取り付ける
ことを特徴とする請求項５９に記載の超音波チップ。
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